
輪島市黒島（石川県） 令和2年5月1日
輪島市作成

（１）保存地区の概要

地 区 名 輪島市黒島

種 別 船主集落

面 積 約20.5ヘクタール

選定年月日 平成21年6月30日

特 徴

輪島市黒島伝統的建造物群保存地区は、能登半
島、輪島市の西南に位置し、海岸段丘上に細長く
形成されている。江戸後期から明治中期にかけて
活躍した北前船の船主や船頭・水夫が多く居住し
た集落で、今でも昔ながらの街割がよく残されてい
る。平入・妻入の主屋が入り交じる一方で、黒釉薬
瓦に格子、下見板張りといった要素が町並みに一
定の統一感をもたらしている。

（２）保存地区のあゆみ

平成18年度（2006） 能登半島地震発生

平成19年度（2007）

「輪島市復興計画」に
黒島地区の方針として
重要伝統的建造物群
保存地区の選定を目
指すことが位置づけられる

住民の有志により「黒島地区まちづくり協議
会」が発足

黒島地区伝統的建造物群保存対策調査委
員会の開催

平成20年度（2008）

調査に着手

「輪島市伝統的建造物群保存地区保存条
例」の制定

平成21年度（2009） 重要伝統的建造物群保存地区の選定

平成22年度（2010） 修理・修景事業の開始

平成23年度（2011）

「黒島地区まちづくり協議会」が平成23年度

まちづくり功労者として国土交通大臣表彰を
受ける

「黒島地区まちづくり協議会」から「黒島地区
まちなみ保存会」に改称

旧角海家住宅の復原
工事が完了し公開を
開始

平成28年度（2016）
旧角海家住宅が重要
文化財に指定される

街道沿いの町並み
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（３）保存地区の保存と整備

5 6 6
3 4

2 3
1 1

8
8

3
7

3

1
10

5

10

15

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

保存修理事業の推移

修理事業 修景事業

●修理修景事業の実施

・能登半島地震の復興にあたり修理修景事業を活用
・多くの経費が必要となる土蔵の修理も多数行われた
・修景事業は主に外観修景や板塀の新設が行われた

【修景事業の事例】

【修理事業の事例】
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（４）保存地区の活用とまちづくり
● 街なみ環境整備事業の実施

・道路美装化や案内板設置等によりまちあるきの誘導を図った

道路美装化
下排水路等
防火水槽
案内板等
小公園

【主な整備内容】

整備箇所図

（５）住民等の取組

● 地域住民の声

平成19年に発生した能登半島地震の後、地区に相当の損傷が
あったのでたいへんだと思っていました。重伝建の選定後、平成23

年に角海家が復原工事を完了すると同時に輪島市長が復興宣言を
行い、元々まちづくり協議会という名前でしたが役目を終了したとい
うことでまちなみ保存会に名称を変更しました。
今のところ修理修景を行ったのは25件ですが、補助金がなければ

個人では手をつけられなかったところもあります。まちなみ保存会で
はまちなみの案内をしていますが、来る人の中には町並みが良く
なったと言ってくれる人がたくさんいるので、これからも黒島のことを
伝えていくと同時に多くの方に見てもらいたいと思っています。

（黒島地区まちなみ保存会会長）

● 旧角海家住宅の復原工事

市では、能登半島地震で甚大な被害を受けた旧角海家住宅の寄
付を受け、復原工事を行った。重要伝統的建造物群保存地区の選
定と代表的な北前船船主住宅の復原により、地区の顔となる施設
が整備され、その後、観光客の来訪も増加している。

● まちなみ保存会の活動

黒島地区まちなみ保存会では旧角海家住宅の管理のほか町並み
ガイドツアーの実施、大学との連携による小公園の整備などまちづ
くりに積極的に参画しするとともに、地区への来訪者におもてなしの
心を伝えている。

● 黒島天領祭

人口減少により祭りの実施が難しく
なってきているが、ここ数年は大学生の
担ぎ手ボランティアを受け入れ、町並み
に賑わいが戻っている。


